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中
国
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
と
く
に
環

境
問
題
。
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
都
市
の
大
気

汚
染
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
重
工
業
中
心
の
重
慶
で

も
、
四
川
省
の
綿
陽
の
よ
う
な
中
規
模
工
業
が
中
心

の
地
方
都
市
で
も
、
工
場
か
ら
の
排
煙
・
廃
水
な
ど

に
よ
る
環
境
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
、
改
め
て
身
の
ま
わ
り

に
あ
る
も
の
を
よ
く
見
る
と
、
約
８
割
が
中
国
製
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
現
在
、
中
国
は
世

界
の
日
用
品
を
生
産
す
る「
工
場
」
と
い
え
る
国
に

辺
境
地
域
で
急
展
開
す
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
10
年
、

い
や
５
年
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
中
国
の
急
速

な
変
化
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
変
化
は
、
都

市
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
に
も
及
び
始
め
て
い
ま
す
。

私
は
10
数
年
前
か
ら
、
中
国
西
部
の
チ
ベ
ッ
ト
自

治
区
を
毎
年
の
よ
う
に
歩
き
回
っ
て
い
ま
す
が
、
中

国
の
辺
境
と
も
い
え
る
こ
の
地
域
で
は
、
観
光
産
業
、

い
わ
ゆ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
急
速

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
、
工
場
建
設

に
よ
っ
て
破
壊
せ
ず
保
護
し
、
観
光
客
を
集
め
る
こ

と
を
選
択
し
た
の
で
す
。

China
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ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
を
訪
ね
、
自
然
保
護
を
考
え
る

建
築
家

楜
沢
成
明

中
国
西
部
を
巡
る四川の山岳地域は、観光開発のための道路工事がさかんに行

われている。豊かな資金と天然の資源とでインフラを整備中
である。

（右上）チベットの東側にあ
る四川省ではチベット的美的
な家が今でもつくられてい
る。
（右下）雲南の麗江は世界文
化遺産に登録されている、美
しい瓦の家並みの町。道路に
は礫岩が敷かれている。
（左上）数年前に、中甸から
名前が変わったシャングリ・
ラには、チベットのラサ以東
ではもっとも巨大なゴンパ
（僧院）、松賛林寺がある。
（左下）四川の「黄龍」は、石
灰質の河川がつくり上げた景
観が美しい。世界自然遺産に
登録された、標高3000ｍを
超える観光地である。

四川省の省都「成都」は三国志の時代、蜀の都。蜀はまゆの古字であり、現代でも真綿や
絹織物業が盛んである。

雲南と四川の境を流れる長江は、大きくＵターンをしている。川幅が狭くなっており、虎が跳んで対岸に渡ることができたというので虎跳峡と名付けられ、観光地となっている。岩壁は削
られて舗装され、歩行が容易になっている。バス駐車場からは、観光客用に人力車が出ている。

ヒマラヤ地域
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ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ヒ
ル
ト
ン
は
、「
失
わ
れ
た
地
平

線
」
に
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
に
不
時
着
し
た
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
僧
侶
に
救
わ
れ
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
、
西
欧
人
が
忘

れ
て
い
た
「
時
」
と
い
う
も
の
の
貴
重
さ
に
気
づ
く
。

ヒ
ル
ト
ン
は
実
際
に
こ
の
地
域
を
訪
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
人
か
ら
聞
い
た
話
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
、「
シ
ャ
ン
グ
リ
・
ラ
」
と
い
う
素

晴
ら
し
い
言
葉
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
名
前
は
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
も
使
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
ま
り
に
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
が
、
そ
の

モ
デ
ル
と
さ
れ
る
地
が
、
中
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
東
端
、

標
高
３
０
０
０
ｍ
に
あ
る
こ
と
は
、
つ
い
最
近
に
な

っ
て
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
さ
に
、
中
国
が
売
り
出
し
始
め
た
ば
か
り
の

人・環境・建築への旅

China 観
光
整
備
が
環
境
に
も
た
ら
す

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
遅
れ
て
中
国
の
領
土
と
な
っ
た
チ
ベ
ッ
ト

自
治
区
な
ど
で
は
、
固
有
の
文
化
が
尊
重
さ
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ラ
サ
の
町
の
、
か
つ
て

は
埃
っ
ぽ
く
て
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た
道
路
は
な
く

な
り
、
あ
の
ポ
タ
ラ
宮
殿
の
下
に
は
、
片
側
３
車
線

の
道
路
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
走
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は

板
築

は
ん
ち
く
と
い
う
土
を
固
め
た
工
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
た

チ
ベ
ッ
ト
人
の
住
宅
は
、
片
っ
端
か
ら
取
り
壊
さ
れ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
変
わ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
独

自
の
泥
の
文
化
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
雲
南
省
や
四
川
省
の
旧
チ
ベ
ッ
ト
国
境

に
近
い
、
チ
ベ
ッ
ト
少
数
民
族
が
住
む
エ
リ
ア
と
な

る
と
様
相
は
異
な
り
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト（
蔵
）族
は
、

旧
中
国
西
部
地
区
の
山
間
部
に
多
く
居
住
し
て
い
ま

す
が
、
中
国
政
府
は
彼
ら
に
文
化
的
同
化
を
強
制
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
エ
リ
ア
を
蔵

族
少
数
民
族
の
特
別
地
域
と
し
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を

ラ
マ
教
と
呼
ん
で
壮
大
な
寺
院
を
建
設
し
、
多
く
の

僧
侶
を
集
め
て
活
動
さ
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
数
年

前
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ヒ
ル
ト

ン
の
名
著
「
失
わ
れ
た
地
平
線
」
の
な
か
に
登
場
す

る
桃
源
郷
シ
ャ
ン
グ
リ
・
ラ
は
、
中
甸
ち
ゅ
う
で
んと
い
う
町
で

あ
る
と
宣
言
。
一
大
観
光
地
に
な
っ
た
の
で
す
。

日
本
人
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
四
川
省
の
九
き
ゅ
う
寨さ
い
溝こ
う

や
黄
龍
で
は
、
標
高
３
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
台
地
に

空
港
を
建
設
し
、
道
路
を
整
備
。
指
定
し
た
観
光
地

雄
大
な
自
然
と
の
対
話
は

自
然
保
全
の
意
識
を
高
め
る

域
に
は
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る
た
め
に
ゲ
ー

ト
を
設
け
、
地
表
を
傷
め
な
い
よ
う
に
、
厚
手
の
木

の
板
を
地
表
よ
り
少
し
持
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
に
敷
設

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雨
期
に
道
路
を
水
が
流

れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
自
然
保
護
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
入
場
料
は
環
境
を
維
持
す
る
費
用
に
も
あ

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
豊
か
な
水
資
源
を
生

か
し
て
小
規
模
な
発
電
を
行
い
、
域
内
を
走
る
車
を

電
気
自
動
車
に
す
る
予
定
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
前
よ
り
ホ
テ
ル
の
質
は
高

く
な
り
、
訪
れ
る
人
は
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
観
光
客
が
出
す
ゴ
ミ

や
汚
物
は
、
完
璧
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
山
道
の
多
い
こ
の
地
区
で
は
中
型
以
上

の
自
動
車
に
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
大
き
な
水
の

タ
ン
ク
が
付
け
ら
れ
、
道

路
に
は
「
加
水
」
と
い
う

看
板
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
加
水
」

と
は
、
ブ
レ
ー
キ
使
用
頻

度
が
高
く
な
る
た
め
、
ブ

レ
ー
キ
シ
ュ
ー
に
水
を
か

け
て
燃
費
を
節
約
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
が
、
モ

ウ
モ
ウ
と
白
い
煙
を
出
し

な
が
ら
山
道
を
走
る
車
は

少
し
異
様
で
す
。
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雲南のモリ人の村は日本の昔を思わせるが、現在でも「訪問婚」は続いている。

（上）雲南の麗江は瓦の美しい町。丘からの眺めは息をのむほどの
迫力。
（下）麗江は、雲南南部で産する茶をチベットに運ぶ通過点。この
茶の道は茶馬古道と呼ばれている。

（右）九寨溝では景観を壊さないよう
に湖上に橋がかけられている。
（下）九寨溝・黄江などの新しい観光
地には、アラスカでも見た排泄物を
処理しやすいトイレがあった。

シャングリ・ラの観光地では地盤の上に桟道をつくり、地表を
傷めない努力をしている。

中甸からシャングリ・ラに変わ
った町にも古城（囲い町）があ
る。文化大革命の時、党の事務
局として使われていた家。

四川・雲南の新しい観光地では、入り口のゲートのと
ころで入域料を支払い、エコバスと称するバスに乗り
換える。

四川の四姑娘山を見るため、途中のパーロー峠を通る。バス道のかたわらに咲く高山植物
のなかには、ブルーポピーもある。

新
し
い
観
光
地
な
の
で
す
。
ラ
サ
と
西
寧
を
結
ぶ
青

蔵
鉄
道
は
、
今
や
観
光
客
が
急
増
。
団
体
で
列
車
に

乗
り
込
み
、
す
ぐ
に
酒
盛
り
を
始
め
る
日
本
人
を
見

か
け
ま
し
た
が
、
高
度
障
害
を
甘
く
見
て
、
ラ
サ
に

着
い
て
か
ら
入
院
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

神
秘
的
な
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
や
ア
ツ
モ
リ
草
、
氷
河

や
光
輝
く
岩
壁
、
そ
し
て
谷
間
に
静
か
に
広
が
る
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
と
い
う
人
間
の
叡え
い

智ち

。
変
わ
ら
ぬ
も
の

と
向
き
合
う
醍
醐
味
に
、
環
境
を
守
り
た
い
と
い
う

意
識
を
新
た
に
し
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。


